
に
、
１
０
０
０
人
が
参
加
す
る
大
規

模
な
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
12
日（
土
）午
前
９
時
〜
。

場
所
／
由
良
川
右
岸
猪
崎
河
川
敷
運

動
広
場
（
福
知
山
市
、
音
無
瀬
橋
下

流
）。
内
容
／
訓
練
＝
大
規
模
な
水

災
害
か
ら
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
水
防
工
法
の
訓
練
、
避
難
訓
練
、

救
出
・
救
護
訓
練
な
ど
。
展
示
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
＝
洪
水
時
の
体
験
や
防

災
に
関
す
る
展
示
、
各
種
災
害
対
策

用
の
特
殊
車
両
や
機
器
の
展
示
な
ど
。

問
防
災
課
☎（
42
）４
２
２
２

　福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
調
査
課

　☎（
22
）５
１
０
４

　　綾
部
市
森
林
組
合
は
「
感
謝
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
機
械
類
、
除
草
剤

等
を
サ
ー
ビ
ス
価
格
で
販
売
▽
花
苗

や
風
船
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
▽
高
所
作

業
車
に
よ
る
高
所
体
験
▽
子
ど
も
向

け
林
業
用
衣
装
を
着
て
記
念
撮
影―

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
28
日（
土
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。
場
所
／
林
業
セ
ン
タ
ー

（
宮
代
町
）。

問
綾
部
市
森
林
組
合

　☎（
42
）１
０
３
５

　n（
42
）３
３
８
２

び
給
水
停
止
執
行
業
務
②
上
水
道
の

開
閉
栓
業
務
③
そ
の
他
関
連
す
る
業

務
。
対
象
区
域
／
市
内
お
よ
び
市
が

指
定
す
る
場
所
。
委
託
期
間
／
平
成

30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31

日
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

　n（
42
）１
８
１
７

　市
は
、
本
年
度
中
に
綾
部
市
立
病

院
か
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ
ス

病
院
で
人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
半
日
）

を
受
診
す
る
場
合
の
費
用
の
８
割
を

助
成
し
ま
す
。
病
院
の
受
け
入
れ
人

数
と
市
の
予
算
に
限
り
が
あ
る
た

め
、早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
／
本
市
で
国
民
健
康
保
険
に
続

け
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
。
申
請
／
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
市
民
・
国
保
課
か
各
病
院
へ
。

問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　市
は
、
国
土
交
通
省
と
府
、
福
知

山
市
、
舞
鶴
市
、
宮
津
市
、
南
丹
市
、

京
丹
波
町
な
ど
約
50
団
体
と
と
も

数
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
／
５
月
10
日（
木
）吉
美
・
中

上
林
地
区
、
11
日（
金
）物
部
地
区
、

14
日（
月
）西
八
田
・
口
上
林
地
区
、

15
日（
火
）中
筋
・
志
賀
郷
地
区
、

16 
日（
水
）山
家
・
奥
上
林
地
区
、

18
日（
金
）東
八
田
・
豊
里
地
区
、

21
日（
月
）綾
部
地
区
。
時
間
／
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
。
場
所
／
各
地

区
公
民
館
（
綾
部
地
区
は
市
民
セ
ン

タ
ー
）。

問
議
会
事
務
局
☎（
42
）１
２
５
９

　市
は
本
年
度
か
ら
、
上
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
業
務
の
一
部
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。今
後
、

対
象
の
業
務
は
、市
が
発
行
す
る「
受

託
者
証
」
を
携
行
し
た
、
委
託
先
の

民
間
事
業
者
が
対
応
し
ま
す
。

委
託
先
／
株
式
会
社
エ
コ
シ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
。
委
託
業
務
の
範
囲
／
①
上

下
水
道
料
金
の
滞
納
徴
収
業
務
お
よ

　　市
は
、
初
心
者
を
対
象
に
、
聴
覚

障
害
者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
手
話

の
基
礎
を
学
ぶ
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
22
日（
火
）〜
８
月
28
日

（
火
）の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
（
８
月
14
日
は
除
く
）。
場
所
／

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
で
18
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
30
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代

／
３
２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は

が
き
に
住
所
と
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て
５
月
11

日（
金
）必
着
で
福
祉
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
４

　朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座
実
行
委
員
会
は
、
視
覚
障
害
の

人
に
情
報
を
伝
え
る
「
朗
読
」
の
基

礎
を
学
ぶ
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
／
５
月
15
日（
火
）〜
６
月
12
日

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　n（
42
）８
５
１
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
「
地
域

力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交

付
金
」の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に
取
り

組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
申
請
期
限

／
５
月
31
日（
木
）。
交
付
率
／
対
象

経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額
（
交

付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応
じ
20
〜

４
０
０
万
円
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
）。

申
請
方
法
／
申
請
書
を
府
中
丹
広
域

振
興
局
か
市
民
協
働
課
へ
。

問
中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　n
０
７
７
３（
63
）８
４
９
５

　同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
６
１
４
人
（
男
１
５
６

７
０
、
女
１
６
９
４
４
）。
世
帯
数

は
１
３
７
２
４
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
９

件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰
り

で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
が
多
数
開

催
さ
れ
ま
す
。

由
緒
満
載
　高
津
八
幡
宮
と
高
津
城

址
＝
日
時
／
５
月
９
日（
水
）午
前
10

時
10
分
集
合
。参
加
費
／
５
０
０
円
。

歴
史
と
巨
樹
の
森
、
新
緑
の
君
尾
山

を
歩
く
＝
日
時
／
５
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
40
分
集
合
。
参
加
費
／
７

０
０
円
。
別
途
往
復
バ
ス
代
１
０
０

０
円
必
要
。
体
験
！
あ
や
べ
太
鼓
＆

ル
ー
ツ
九
鬼
（
織
田
）
水
軍
の
史
跡

を
た
づ
ね
て
＝
日
時
／
５
月
20
日

（
日
）午
前
10
時
集
合
。
参
加
費
／
９

０
０
円
。
共
通
＝
集
合
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
最

少
催
行
人
数
／
６
人
。
持
ち
物
／
昼

食
、
飲
み
物
。
申
込
み
／
事
前
に
観

光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　n（
42
）８
５
１
４

　大
本
の
歴
史
な
ど
の
紹
介
を
交
え

て
、
神
殿
や
神
苑
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。申
し
込
み
不
要
で
す
。

日
時
／
５
月
６
日（
日
）午
前
10
時
集

合
。
集
合
場
所
／
大
本
み
ろ
く
殿
玄

関
（
本
宮
町
）。

（
火
）の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
。
場
所
／
市
民
ホ
ー
ル

（
宮
代
町
）。
対
象
／
市
内
在
住
か
在

勤
で
18
歳
以
上
の
人
。
定
員
／
先
着

15
人
。テ
キ
ス
ト
代
／
１
０
０
０
円
。

持
ち
物
／
声
が
録
音
で
き
る
も
の

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）。
申
込
み
／

５
月
７
日（
月
）ま
で
に
あ
や
べ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８

　n（
40
）１
３
８
９

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を
発

着
点
と
す
る「
二
王
門
登
山
レ
ー
ス
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
３
日（
日
）午
前
８
時
〜

受
付
。
競
技
内
容
／
２
㌔
＝
小
学
１

〜
３
年
生
▽
３
㌔
＝
小
学
４
〜
６
年

生
、
中
学
生
▽
５
㌔
＝
中
学
男
子
、

高
校
生
、
一
般
▽
10
㌔
＝
高
校
生
、

一
般
。
参
加
費
／
小
・
中
学
生
＝
１

０
０
０
円
、
高
校
生
・
一
般
＝
２
５

０
０
円
。
申
込
み
／
所
定
の
申
込
用

紙
（
払
込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２

日（
水
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
３
５
６

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０
０

０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０
円
、

中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、
高
校
生

６
万
４
０
０
０
円
。
高
校
生
は
、
ほ

か
の
奨
学
金
等
と
併
給
調
整
し
ま

す
。
年
度
途
中
に
対
象
要
件
を
満
た

さ
な
く
な
っ
た
場
合
、
支
給
額
の
返

納
が
必
要
で
す
。申
請
／
毎
年
必
要
。

５
月
31
日（
木
）ま
で
に
民
生
児
童

課
へ
。
期
限
以
降
の
申
請
は
支
給

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
／
５

月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
受
け
付
け
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
３

　府
中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　
n
０
７
７
３（
76
）７
７
４
６

　市
議
会
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
定
例
会
の
報
告
と
「
議
員
定

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
入
門
課
程
」

春
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
緑
の
大
本
神
苑
拝
観
ツ
ア
ー

朗
読
ボ
ラ
ン
ティ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

綾
部
市
森
林
組
合
感
謝
祭

由
良
川
水
系
総
合
水
防
演
習

議
会
報
告
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

上
水
道・下
水
道
事
業
の
業
務
の

一部
を
民
間
委
託

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

募 

集

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第750号9 広報あやべ　　　　　　 第750号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

※職種  介護職員、生活支援員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・生活支援員のパートも
　同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

5,000円
4,000円
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《指定席》Ｓ席
　　　　Ａ席

3,000円《自由席》

太鼓芸能集団鼓童
特別公演2018『道』

病は気から!!病は気から!!病は気から!!
自律神経のバランスがくずれると、
いろんな病気が発生します！

漢方薬は、気を治します!!漢方薬は、気を治します!! 　視覚障害者が指で触っ
て、文字を読み書きするた
めに利用する点字を学び
ます。開講する場合は、本
紙でお知らせします。

点訳奉仕員養成講座

老
　年
　学

 

　老
年
学
と
は
ド
イ
ツ
で
新

た
に
生
ま
れ
た
歴
と
し
た
学
問

で
、
老
い
る
こ
と
に
つ
い
て
心

理
学
や
生
物
学
的
な
見
地
も
取

り
入
れ
、
広
い
分
野
で
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
近
の

研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
10
年
間

で
高
齢
者
の
身
体
能
力
は
11
年

も
若
返
っ
た
と
言
う
。
僭
越
な

が
ら
還
暦
を
迎
え
た
我
が
身
に

照
ら
し
て
も
、
幼
少
期
に
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
た
〝
六
十
の
翁
〞

と
は
心
身
と
も
に
程
遠
い
と
い

う
の
が
正
直
な
気
持
ち
。

　ち
な
み
に
ア
ニ
メ
『
サ
ザ
エ

さ
ん
』
に
登
場
す
る
波
平
さ
ん

の
想
定
年
齢
は
い
く
つ
か
ご
存

じ
か
？
ヒ
ン
ト
は
「
時
代
は
昭

和
で
定
年
は
55
歳
」「
波
平
さ

ん
は
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」‐

。

答
え
は
54
歳
！
参
考
ま
で
に
フ

ネ
さ
ん
は
50
歳
、
マ
ス
オ
さ
ん

28
歳
、
サ
ザ
エ
さ
ん
24
歳
、
タ

ラ
ち
ゃ
ん
3
歳…
。
な
る
ほ
ど

老
年
学
が
唱
え
る
11
歳
の
時
代

の
前
倒
し
も
う
な
ず
け
よ
う
。

　本
市
の
高
齢
者
比
率
（
65
歳

以
上
の
割
合
）
は
37
％
。
人
口

減
少
、
少
子
化
と
相
俟
っ
て
今

後
の
自
治
体
経
営
は
課
題
山
積

だ
が
、
実
は
一
瞬
に
し
て
高
齢

化
率
を
10
ポ
イ
ン
ト
下
げ
る

〝
必
殺
技
〞
が
あ
る
。
そ
れ
は

高
齢
者
の
定
義
を
10
歳
上
げ
て

「
75
歳
以
上
」
に
変
え
て
し
ま

う
こ
と
！
ち
ょ
っ
と
ズ
ル
い
と

誹
り
を
う
け
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
老
年
学
の
研
究
成
果
に
沿

う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
な

ら
瞬
時
に
し
て
実
現
可
能
で
も

あ
る
。

　要
は
統
計
上
の
規
定
や
数
字

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
実
態
を
見
極

め
て
怯
え
る
こ
と
な
く
将
来
と

対
峙
す
る
こ
と
が
肝
要
か
と
。

病
は
気
か
ら
と
言
う
が
、
時
に

は
楽
観
的
に
未
来
を
眺
め
て
み

た
く
な
る
の
は
、
春
の
陽
気
の

せ
い
だ
ろ
う
か…

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

98
せ
ん
え
つ

お
き
な

あ
い
ま

そ
し

な
が

お
び

た
い
じ

れ
っ
き

取
扱
）＝
諏
訪
博
幸
▽
民
生
児
童

課
長
＝
四
方
麻
美
▽
同
課
主
幹

（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）＝
谷

口
留
美
子
▽
福
祉
課
長
＝
福
田
和

宏
▽
高
齢
者
支
援
課
主
幹
＝
婦
木

し
お
り
▽
保
健
推
進
課
長
＝
十
倉

和
寿

農
林
商
工
部 

部
長
＝
上
原
季
司

▽
商
工
労
政
課
長
＝
森
本
修
▽
農

林
課
長
＝
大
島
順
彦
▽
同
課
主
幹

＝
小
松
健
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

長
＝
岸
本
孝
昭

定
住
交
流
部 

部
長
＝
四
方
秀
一

▽
定
住
・
地
域
政
策
課
長
＝
朝
子

直
樹
▽
同
課
主
幹
＝
井
上
浩
豪
▽

観
光
交
流
課
長
＝
四
方
雅
弘

建
設
部 

部
長
＝
大
槻
和
正
▽
監

理
課
長
＝
仲
井
渉
▽
建
設
課
長
＝

四
方
康
尚
▽
都
市
計
画
課
長
＝
四

方
博
▽
建
築
課
長
＝
飯
田
政
利

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
＝
山
西
や
よ
い

消
防
本
部 

消
防
長
＝
上
原
博
一

▽
次
長
（
予
防
課
長
事
務
取
扱
）

＝
塩
見
幸
作
▽
管
理
課
長
＝
丸
岡

敦
史
▽
同
課
主
幹
＝
矢
田
谷
和
行

▽
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
＝
四
方

繁
行
▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防
署
上

林
出
張
所
長
兼
消
防
署
長
補
佐
＝

市
は
４
月
１
日
、
組
織
の
一
部

改
編
と
人
事
異
動
を
発
令
。「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
」の
実
現

に
向
け
組
織
の
機
動
力
を
強
化

し
、市
民
目
線
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
新
体
制（
課
長
級
以

上
）は
次
の
と
お
り
。＝
太
字
は
新

任（
異
動
）

企
画
財
政
部 

部
長
＝
岩
本
正
信

▽
次
長
（
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

＝
吉
田
清
人
▽
秘
書
広
報
課
長
＝

野
間
知
亜
紀
▽
企
画
政
策
課
長
＝

東
勝
史

総
務
部 

部
長
＝
白
波
瀬
清
孝
▽

総
務
防
災
室
長
（
防
災
課
長
事
務

取
扱
）＝
高
橋
一
彦
▽
総
務
課
長

＝
大
槻
伸
一
▽
同
課
主
幹
＝
上
田

英
之
▽
税
務
課
長
＝
大
槻
一
郎
▽

同
部
付
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

市
民
環
境
部 

部
長
＝
吉
田
豊
▽

市
民
・
国
保
課
長
＝
芦
田
正
彦
▽

市
民
協
働
課
長
＝
立
藤
聡
▽
人
権

推
進
課
長
＝
松
原
哲
也
▽
同
課
主

幹
＝
立
藤
江
理
▽
環
境
保
全
課
長

＝
森
津
充
好
▽
同
課
主
幹
＝
白
波

瀬
巧

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
次
長
（
高
齢
者
支
援
課
長
事
務

山
崎
正
吾

上
下
水
道
部 

部
長
＝
前
田
義
則

▽
次
長（
下
水
道
課
長
事
務
取
扱
）

＝
柳
田
嘉
宏
▽
上
水
道
課
長
＝
檀

野
彰

議
会
事
務
局 

局
長
＝
梅
原
正
巳

▽
次
長
＝
飯
室
誠

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部

長
＝
岡
垣
美
樹
▽
理
事
＝
小
林
治

▽
参
事
＝
小
林
直
子
▽
学
校
教
育

課
長
＝
村
上
哲
也
▽
社
会
教
育
課

長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
主
幹
兼
資

料
館
長
＝
三
好
博
喜
▽
同
課
主
幹

兼
天
文
館
長
＝
大
槻
直
樹
▽
同
課

主
幹
兼
図
書
館
長
＝
生
駒
彩
子
▽

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
＝
小

林
敏
和
▽
綾
部
幼
稚
園
長
＝
松
浦

宏
美
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝
吉
田
純

子監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
四
方

恵
美
子

綾
部
市
立
病
院
の
院
長
を
９
年

間
務
め
た
鴻
巣
寛
氏
が
３
月
末
で

退
職
し
、
名
誉
院
長
に
就
任
。

副
院
長
を
務
め
てい
た
高
升
正
彦

氏
＝
写
真
＝

が
４
月
１
日
、

院
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

府
内
初
の「
綾
部
市
手
話
言
語

の
確
立
及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」が
、４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
同
条
例
は
、
手
話
が
独

立
し
た
言
語
と
位
置
付
け
る
こ
と

▽
障
害
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
促
進
す
る

こ
と―

を
基
本
理
念
に
、
市
の
責

務
や
市
民
、
事
業
者
の
役
割
を
明

確
化
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
に
尊

重
し
合
い
、つ
な
が
り
合
え
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、全
市
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

同
条
例
の
施
行
に
伴
い
、市
は

本
年
度
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
。市
民
に
分
か
り
や
す
く
啓
発

す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
▽
音

声
を
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
卓
上

型
ス
ピ
ー
カ
ー
を
市
役
所
窓
口
に

設
置
▽
講
演
会
等
で
要
約
筆
記
・

手
話
通
訳
の
機
会
を
増
加
▽
聴

覚
・
言
語
障
害
者
が
緊
急
時
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
素
早
く
簡
単

に
１
１
９
番
通
報
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築―

な
ど
を
行
い
ま
す
。

綾
部
の
旬
の
話
題
を
動
画
で
お

知
ら
せ
す
る「
撮
れ
た
て
あ
や
べ
」

に
は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
字
幕
を
付
け
て
配
信
。
誰
で
も

楽
し
め
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
紙
の
音
声
版
作
成
を

エ
フ
エ
ム
あ
や
べ
に
委
託
。
視
覚

障
害
の
あ
る
人
に
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
本
号
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
配
慮
し
、
問

い
合
わ
せ
先
と
し
て
電
話
番
号
だ

け
で
な
く
、
で
き
る
限
り
フ
ァ
ク

ス
番
号（
n
）も
併
記
し
ま
す
。

市
の
情
報
配
信
に
工
夫

　視覚障害者に情報を伝え
る、朗読の基礎を学びます。
詳細は、本紙インフォメー
ション＝９面＝をご覧くだ
さい。

　聴覚障害者の「ことば」
である手話を学びます。
詳細は、本紙インフォメー
ション＝９面＝をご覧く
ださい。

※イラストは、綾部中学校美術部の皆さんに描いていただきました

誰もがつながり合える社会に

手話・コミュニケーション
条例を施行 右手を左手の甲に軽く当て、拝むように

すると「ありがとう」。手話も言語です

障害のある人に対するコミュニケーション支援の方法はさまざまです。自分が
できることを少しでも「やってみよう」という気持ちが大切です。市内では、コ
ミュニケーション支援を学ぶ講座が開かれています。あなたも、伝え合うことの
楽しさを学びませんか。

私たちにできること

条例検討委員会委員
滝野千里 さん

　　障害をもって綾部のまちで暮らす人がいる
  ことに気付いてほしい、気付けるまちにしてほ
しい！多くの願いが込められた同条例のもと、
　コミュニケーションを諦めない、つながり合
　　える綾部のまちを皆さんと作りあげてい
　　　　　 きたいと思っています。

障
害
の
あ
る
人
に

寄
り
添
う
施
策

誰もがいきいきと暮らせるまちに―

　聴覚障害者や聞こえに
くい人に対して、話の内
容を文字にして伝える「要
約筆記」を学びます。
　９月末に開講予定です。

要約筆記者養成講座
「前期課程」

手話奉仕員養成講座
「入門課程」

朗読ボランティア
チャレンジ講座

4広報あやべ　　　　　　 第750号5 広報あやべ　　　　　　 第750号

こ
う
の
す

た
か
ま
す

組
織
と
人
事

新
体
制
で
市
民
に
寄
り
添
う

市
立
病
院
新
院
長
に
高
升
氏

▲動画は
　  撮れたてあやべ  で検索



に
、
１
０
０
０
人
が
参
加
す
る
大
規

模
な
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
12
日（
土
）午
前
９
時
〜
。

場
所
／
由
良
川
右
岸
猪
崎
河
川
敷
運

動
広
場
（
福
知
山
市
、
音
無
瀬
橋
下

流
）。
内
容
／
訓
練
＝
大
規
模
な
水

災
害
か
ら
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め

の
水
防
工
法
の
訓
練
、
避
難
訓
練
、

救
出
・
救
護
訓
練
な
ど
。
展
示
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
＝
洪
水
時
の
体
験
や
防

災
に
関
す
る
展
示
、
各
種
災
害
対
策

用
の
特
殊
車
両
や
機
器
の
展
示
な
ど
。

問
防
災
課
☎（
42
）４
２
２
２

　福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
調
査
課

　☎（
22
）５
１
０
４

　　綾
部
市
森
林
組
合
は
「
感
謝
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
機
械
類
、
除
草
剤

等
を
サ
ー
ビ
ス
価
格
で
販
売
▽
花
苗

や
風
船
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
▽
高
所
作

業
車
に
よ
る
高
所
体
験
▽
子
ど
も
向

け
林
業
用
衣
装
を
着
て
記
念
撮
影―

な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
28
日（
土
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。
場
所
／
林
業
セ
ン
タ
ー

（
宮
代
町
）。

問
綾
部
市
森
林
組
合

　☎（
42
）１
０
３
５

　n（
42
）３
３
８
２

び
給
水
停
止
執
行
業
務
②
上
水
道
の

開
閉
栓
業
務
③
そ
の
他
関
連
す
る
業

務
。
対
象
区
域
／
市
内
お
よ
び
市
が

指
定
す
る
場
所
。
委
託
期
間
／
平
成

30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31

日
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

　n（
42
）１
８
１
７

　市
は
、
本
年
度
中
に
綾
部
市
立
病

院
か
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ
ス

病
院
で
人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
半
日
）

を
受
診
す
る
場
合
の
費
用
の
８
割
を

助
成
し
ま
す
。
病
院
の
受
け
入
れ
人

数
と
市
の
予
算
に
限
り
が
あ
る
た

め
、早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
／
本
市
で
国
民
健
康
保
険
に
続

け
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
な
ど
は

対
象
外
。
申
請
／
保
険
証
と
印
鑑
を

持
っ
て
市
民
・
国
保
課
か
各
病
院
へ
。

問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
６

　市
は
、
国
土
交
通
省
と
府
、
福
知

山
市
、
舞
鶴
市
、
宮
津
市
、
南
丹
市
、

京
丹
波
町
な
ど
約
50
団
体
と
と
も

数
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
／
５
月
10
日（
木
）吉
美
・
中

上
林
地
区
、
11
日（
金
）物
部
地
区
、

14
日（
月
）西
八
田
・
口
上
林
地
区
、

15
日（
火
）中
筋
・
志
賀
郷
地
区
、

16 
日（
水
）山
家
・
奥
上
林
地
区
、

18
日（
金
）東
八
田
・
豊
里
地
区
、

21
日（
月
）綾
部
地
区
。
時
間
／
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
。
場
所
／
各
地

区
公
民
館
（
綾
部
地
区
は
市
民
セ
ン

タ
ー
）。

問
議
会
事
務
局
☎（
42
）１
２
５
９

　市
は
本
年
度
か
ら
、
上
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
業
務
の
一
部
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。今
後
、

対
象
の
業
務
は
、市
が
発
行
す
る「
受

託
者
証
」
を
携
行
し
た
、
委
託
先
の

民
間
事
業
者
が
対
応
し
ま
す
。

委
託
先
／
株
式
会
社
エ
コ
シ
テ
ィ
サ

ー
ビ
ス
。
委
託
業
務
の
範
囲
／
①
上

下
水
道
料
金
の
滞
納
徴
収
業
務
お
よ

　　市
は
、
初
心
者
を
対
象
に
、
聴
覚

障
害
者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
手
話

の
基
礎
を
学
ぶ
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
22
日（
火
）〜
８
月
28
日

（
火
）の
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
（
８
月
14
日
は
除
く
）。
場
所
／

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
で
18
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
30
人
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代

／
３
２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は

が
き
に
住
所
と
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
「
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て
５
月
11

日（
金
）必
着
で
福
祉
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
２
５
４

　朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座
実
行
委
員
会
は
、
視
覚
障
害
の

人
に
情
報
を
伝
え
る
「
朗
読
」
の
基

礎
を
学
ぶ
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
／
５
月
15
日（
火
）〜
６
月
12
日

問
観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

　n（
42
）８
５
１
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
「
地
域

力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
交

付
金
」の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に
取
り

組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
申
請
期
限

／
５
月
31
日（
木
）。
交
付
率
／
対
象

経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額
（
交

付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応
じ
20
〜

４
０
０
万
円
な
ど
に
分
か
れ
ま
す
）。

申
請
方
法
／
申
請
書
を
府
中
丹
広
域

振
興
局
か
市
民
協
働
課
へ
。

問
中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　n
０
７
７
３（
63
）８
４
９
５

　同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
６
１
４
人
（
男
１
５
６

７
０
、
女
１
６
９
４
４
）。
世
帯
数

は
１
３
７
２
４
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
９

件
（
建
物
２
件
）
で
す
。

　春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰
り

で
楽
し
め
る
ハ
イ
キ
ン
グ
が
多
数
開

催
さ
れ
ま
す
。

由
緒
満
載
　高
津
八
幡
宮
と
高
津
城

址
＝
日
時
／
５
月
９
日（
水
）午
前
10

時
10
分
集
合
。参
加
費
／
５
０
０
円
。

歴
史
と
巨
樹
の
森
、
新
緑
の
君
尾
山

を
歩
く
＝
日
時
／
５
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
40
分
集
合
。
参
加
費
／
７

０
０
円
。
別
途
往
復
バ
ス
代
１
０
０

０
円
必
要
。
体
験
！
あ
や
べ
太
鼓
＆

ル
ー
ツ
九
鬼
（
織
田
）
水
軍
の
史
跡

を
た
づ
ね
て
＝
日
時
／
５
月
20
日

（
日
）午
前
10
時
集
合
。
参
加
費
／
９

０
０
円
。
共
通
＝
集
合
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
最

少
催
行
人
数
／
６
人
。
持
ち
物
／
昼

食
、
飲
み
物
。
申
込
み
／
事
前
に
観

光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　n（
42
）８
５
１
４

　大
本
の
歴
史
な
ど
の
紹
介
を
交
え

て
、
神
殿
や
神
苑
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。申
し
込
み
不
要
で
す
。

日
時
／
５
月
６
日（
日
）午
前
10
時
集

合
。
集
合
場
所
／
大
本
み
ろ
く
殿
玄

関
（
本
宮
町
）。

（
火
）の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
。
場
所
／
市
民
ホ
ー
ル

（
宮
代
町
）。
対
象
／
市
内
在
住
か
在

勤
で
18
歳
以
上
の
人
。
定
員
／
先
着

15
人
。テ
キ
ス
ト
代
／
１
０
０
０
円
。

持
ち
物
／
声
が
録
音
で
き
る
も
の

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
）。
申
込
み
／

５
月
７
日（
月
）ま
で
に
あ
や
べ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８

　n（
40
）１
３
８
９

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を
発

着
点
と
す
る「
二
王
門
登
山
レ
ー
ス
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
３
日（
日
）午
前
８
時
〜

受
付
。
競
技
内
容
／
２
㌔
＝
小
学
１

〜
３
年
生
▽
３
㌔
＝
小
学
４
〜
６
年

生
、
中
学
生
▽
５
㌔
＝
中
学
男
子
、

高
校
生
、
一
般
▽
10
㌔
＝
高
校
生
、

一
般
。
参
加
費
／
小
・
中
学
生
＝
１

０
０
０
円
、
高
校
生
・
一
般
＝
２
５

０
０
円
。
申
込
み
／
所
定
の
申
込
用

紙
（
払
込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２

日（
水
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課

　☎（
42
）４
３
５
６

綾部市役所☎（42）3280  FAX（42）4406

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０
０

０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０
円
、

中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、
高
校
生

６
万
４
０
０
０
円
。
高
校
生
は
、
ほ

か
の
奨
学
金
等
と
併
給
調
整
し
ま

す
。
年
度
途
中
に
対
象
要
件
を
満
た

さ
な
く
な
っ
た
場
合
、
支
給
額
の
返

納
が
必
要
で
す
。申
請
／
毎
年
必
要
。

５
月
31
日（
木
）ま
で
に
民
生
児
童

課
へ
。
期
限
以
降
の
申
請
は
支
給

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他
／
５

月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
受
け
付
け
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
３

　府
中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　
n
０
７
７
３（
76
）７
７
４
６

　市
議
会
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
定
例
会
の
報
告
と
「
議
員
定

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
入
門
課
程
」

春
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
緑
の
大
本
神
苑
拝
観
ツ
ア
ー

朗
読
ボ
ラ
ン
ティ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

綾
部
市
森
林
組
合
感
謝
祭

由
良
川
水
系
総
合
水
防
演
習

議
会
報
告
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

上
水
道・下
水
道
事
業
の
業
務
の

一部
を
民
間
委
託

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

☎
＝
電
話
　n
＝
フ
ァ
ク
ス
　
　  

（
市
役
所
は
９
面
左
上
）

募 

集

人
口
・
火
災

8広報あやべ　　　　　　 第750号9 広報あやべ　　　　　　 第750号

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

※職種  介護職員、生活支援員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・生活支援員のパートも
　同時募集しています。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

5,000円
4,000円

前売り

6月9日土 14：00～

《指定席》Ｓ席
　　　　Ａ席

3,000円《自由席》

太鼓芸能集団鼓童
特別公演2018『道』

病は気から!!病は気から!!病は気から!!
自律神経のバランスがくずれると、
いろんな病気が発生します！

漢方薬は、気を治します!!漢方薬は、気を治します!! 　視覚障害者が指で触っ
て、文字を読み書きするた
めに利用する点字を学び
ます。開講する場合は、本
紙でお知らせします。

点訳奉仕員養成講座

老
　年
　学

 

　老
年
学
と
は
ド
イ
ツ
で
新

た
に
生
ま
れ
た
歴
と
し
た
学
問

で
、
老
い
る
こ
と
に
つ
い
て
心

理
学
や
生
物
学
的
な
見
地
も
取

り
入
れ
、
広
い
分
野
で
研
究
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
近
の

研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
10
年
間

で
高
齢
者
の
身
体
能
力
は
11
年

も
若
返
っ
た
と
言
う
。
僭
越
な

が
ら
還
暦
を
迎
え
た
我
が
身
に

照
ら
し
て
も
、
幼
少
期
に
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
た
〝
六
十
の
翁
〞

と
は
心
身
と
も
に
程
遠
い
と
い

う
の
が
正
直
な
気
持
ち
。

　ち
な
み
に
ア
ニ
メ
『
サ
ザ
エ

さ
ん
』
に
登
場
す
る
波
平
さ
ん

の
想
定
年
齢
は
い
く
つ
か
ご
存

じ
か
？
ヒ
ン
ト
は
「
時
代
は
昭

和
で
定
年
は
55
歳
」「
波
平
さ

ん
は
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」‐

。

答
え
は
54
歳
！
参
考
ま
で
に
フ

ネ
さ
ん
は
50
歳
、
マ
ス
オ
さ
ん

28
歳
、
サ
ザ
エ
さ
ん
24
歳
、
タ

ラ
ち
ゃ
ん
3
歳…

。
な
る
ほ
ど

老
年
学
が
唱
え
る
11
歳
の
時
代

の
前
倒
し
も
う
な
ず
け
よ
う
。

　本
市
の
高
齢
者
比
率
（
65
歳

以
上
の
割
合
）
は
37
％
。
人
口

減
少
、
少
子
化
と
相
俟
っ
て
今

後
の
自
治
体
経
営
は
課
題
山
積

だ
が
、
実
は
一
瞬
に
し
て
高
齢

化
率
を
10
ポ
イ
ン
ト
下
げ
る

〝
必
殺
技
〞
が
あ
る
。
そ
れ
は

高
齢
者
の
定
義
を
10
歳
上
げ
て

「
75
歳
以
上
」
に
変
え
て
し
ま

う
こ
と
！
ち
ょ
っ
と
ズ
ル
い
と

誹
り
を
う
け
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
老
年
学
の
研
究
成
果
に
沿

う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
な

ら
瞬
時
に
し
て
実
現
可
能
で
も

あ
る
。

　要
は
統
計
上
の
規
定
や
数
字

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
実
態
を
見
極

め
て
怯
え
る
こ
と
な
く
将
来
と

対
峙
す
る
こ
と
が
肝
要
か
と
。

病
は
気
か
ら
と
言
う
が
、
時
に

は
楽
観
的
に
未
来
を
眺
め
て
み

た
く
な
る
の
は
、
春
の
陽
気
の

せ
い
だ
ろ
う
か…

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

98
せ
ん
え
つ

お
き
な

あ
い
ま

そ
し

な
が

お
び

た
い
じ

れ
っ
き

取
扱
）＝
諏
訪
博
幸
▽
民
生
児
童

課
長
＝
四
方
麻
美
▽
同
課
主
幹

（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）＝
谷

口
留
美
子
▽
福
祉
課
長
＝
福
田
和

宏
▽
高
齢
者
支
援
課
主
幹
＝
婦
木

し
お
り
▽
保
健
推
進
課
長
＝
十
倉

和
寿

農
林
商
工
部 

部
長
＝
上
原
季
司

▽
商
工
労
政
課
長
＝
森
本
修
▽
農

林
課
長
＝
大
島
順
彦
▽
同
課
主
幹

＝
小
松
健
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

長
＝
岸
本
孝
昭

定
住
交
流
部 

部
長
＝
四
方
秀
一

▽
定
住
・
地
域
政
策
課
長
＝
朝
子

直
樹
▽
同
課
主
幹
＝
井
上
浩
豪
▽

観
光
交
流
課
長
＝
四
方
雅
弘

建
設
部 

部
長
＝
大
槻
和
正
▽
監

理
課
長
＝
仲
井
渉
▽
建
設
課
長
＝

四
方
康
尚
▽
都
市
計
画
課
長
＝
四

方
博
▽
建
築
課
長
＝
飯
田
政
利

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
＝
山
西
や
よ
い

消
防
本
部 

消
防
長
＝
上
原
博
一

▽
次
長
（
予
防
課
長
事
務
取
扱
）

＝
塩
見
幸
作
▽
管
理
課
長
＝
丸
岡

敦
史
▽
同
課
主
幹
＝
矢
田
谷
和
行

▽
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
＝
四
方

繁
行
▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防
署
上

林
出
張
所
長
兼
消
防
署
長
補
佐
＝

市
は
４
月
１
日
、
組
織
の
一
部

改
編
と
人
事
異
動
を
発
令
。「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
綾
部
」の
実
現

に
向
け
組
織
の
機
動
力
を
強
化

し
、市
民
目
線
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
新
体
制（
課
長
級
以

上
）は
次
の
と
お
り
。＝
太
字
は
新

任（
異
動
）

企
画
財
政
部 

部
長
＝
岩
本
正
信

▽
次
長
（
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

＝
吉
田
清
人
▽
秘
書
広
報
課
長
＝

野
間
知
亜
紀
▽
企
画
政
策
課
長
＝

東
勝
史

総
務
部 

部
長
＝
白
波
瀬
清
孝
▽

総
務
防
災
室
長
（
防
災
課
長
事
務

取
扱
）＝
高
橋
一
彦
▽
総
務
課
長

＝
大
槻
伸
一
▽
同
課
主
幹
＝
上
田

英
之
▽
税
務
課
長
＝
大
槻
一
郎
▽

同
部
付
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

市
民
環
境
部 

部
長
＝
吉
田
豊
▽

市
民
・
国
保
課
長
＝
芦
田
正
彦
▽

市
民
協
働
課
長
＝
立
藤
聡
▽
人
権

推
進
課
長
＝
松
原
哲
也
▽
同
課
主

幹
＝
立
藤
江
理
▽
環
境
保
全
課
長

＝
森
津
充
好
▽
同
課
主
幹
＝
白
波

瀬
巧

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
次
長
（
高
齢
者
支
援
課
長
事
務

山
崎
正
吾

上
下
水
道
部 

部
長
＝
前
田
義
則

▽
次
長（
下
水
道
課
長
事
務
取
扱
）

＝
柳
田
嘉
宏
▽
上
水
道
課
長
＝
檀

野
彰

議
会
事
務
局 

局
長
＝
梅
原
正
巳

▽
次
長
＝
飯
室
誠

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部

長
＝
岡
垣
美
樹
▽
理
事
＝
小
林
治

▽
参
事
＝
小
林
直
子
▽
学
校
教
育

課
長
＝
村
上
哲
也
▽
社
会
教
育
課

長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
主
幹
兼
資

料
館
長
＝
三
好
博
喜
▽
同
課
主
幹

兼
天
文
館
長
＝
大
槻
直
樹
▽
同
課

主
幹
兼
図
書
館
長
＝
生
駒
彩
子
▽

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
＝
小

林
敏
和
▽
綾
部
幼
稚
園
長
＝
松
浦

宏
美
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝
吉
田
純

子監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
四
方

恵
美
子

綾
部
市
立
病
院
の
院
長
を
９
年

間
務
め
た
鴻
巣
寛
氏
が
３
月
末
で

退
職
し
、
名
誉
院
長
に
就
任
。

副
院
長
を
務
め
てい
た
高
升
正
彦

氏
＝
写
真
＝

が
４
月
１
日
、

院
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

府
内
初
の「
綾
部
市
手
話
言
語

の
確
立
及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」が
、４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
同
条
例
は
、
手
話
が
独

立
し
た
言
語
と
位
置
付
け
る
こ
と

▽
障
害
に
応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
促
進
す
る

こ
と―

を
基
本
理
念
に
、
市
の
責

務
や
市
民
、
事
業
者
の
役
割
を
明

確
化
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
障
害

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
に
尊

重
し
合
い
、つ
な
が
り
合
え
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、全
市
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

同
条
例
の
施
行
に
伴
い
、市
は

本
年
度
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
。市
民
に
分
か
り
や
す
く
啓
発

す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
▽
音

声
を
聞
き
取
り
や
す
く
す
る
卓
上

型
ス
ピ
ー
カ
ー
を
市
役
所
窓
口
に

設
置
▽
講
演
会
等
で
要
約
筆
記
・

手
話
通
訳
の
機
会
を
増
加
▽
聴

覚
・
言
語
障
害
者
が
緊
急
時
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
素
早
く
簡
単

に
１
１
９
番
通
報
で
き
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築―

な
ど
を
行
い
ま
す
。

綾
部
の
旬
の
話
題
を
動
画
で
お

知
ら
せ
す
る「
撮
れ
た
て
あ
や
べ
」

に
は
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な

く
字
幕
を
付
け
て
配
信
。
誰
で
も

楽
し
め
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
紙
の
音
声
版
作
成
を

エ
フ
エ
ム
あ
や
べ
に
委
託
。
視
覚

障
害
の
あ
る
人
に
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
本
号
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
配
慮
し
、
問

い
合
わ
せ
先
と
し
て
電
話
番
号
だ

け
で
な
く
、
で
き
る
限
り
フ
ァ
ク

ス
番
号（
n
）も
併
記
し
ま
す
。

市
の
情
報
配
信
に
工
夫

　視覚障害者に情報を伝え
る、朗読の基礎を学びます。
詳細は、本紙インフォメー
ション＝９面＝をご覧くだ
さい。

　聴覚障害者の「ことば」
である手話を学びます。
詳細は、本紙インフォメー
ション＝９面＝をご覧く
ださい。

※イラストは、綾部中学校美術部の皆さんに描いていただきました

誰もがつながり合える社会に

手話・コミュニケーション
条例を施行 右手を左手の甲に軽く当て、拝むように

すると「ありがとう」。手話も言語です

障害のある人に対するコミュニケーション支援の方法はさまざまです。自分が
できることを少しでも「やってみよう」という気持ちが大切です。市内では、コ
ミュニケーション支援を学ぶ講座が開かれています。あなたも、伝え合うことの
楽しさを学びませんか。

私たちにできること

条例検討委員会委員
滝野千里 さん

　　障害をもって綾部のまちで暮らす人がいる
  ことに気付いてほしい、気付けるまちにしてほ
しい！多くの願いが込められた同条例のもと、
　コミュニケーションを諦めない、つながり合
　　える綾部のまちを皆さんと作りあげてい
　　　　　 きたいと思っています。

障
害
の
あ
る
人
に

寄
り
添
う
施
策

誰もがいきいきと暮らせるまちに―

　聴覚障害者や聞こえに
くい人に対して、話の内
容を文字にして伝える「要
約筆記」を学びます。
　９月末に開講予定です。

要約筆記者養成講座
「前期課程」

手話奉仕員養成講座
「入門課程」

朗読ボランティア
チャレンジ講座

4広報あやべ　　　　　　 第750号5 広報あやべ　　　　　　 第750号

こ
う
の
す

た
か
ま
す

組
織
と
人
事

新
体
制
で
市
民
に
寄
り
添
う

市
立
病
院
新
院
長
に
高
升
氏

▲動画は
　  撮れたてあやべ  で検索



地
域
の
安
全
・
安
心
の
力
に

「
消
防
団
応
援
の
店
」
は
平
成

29
年
４
月
に
45
店
舗
で
ス
タ
ー

ト
。
各
店
舗
の
厚
意
に
よ
り
団
員

に
対
し
て
一
定
の
特
典
を
提
供
す

る
制
度
で
す
。
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
消
防
団
を
、
地
域
を
挙

げ
て
応
援
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
に

多
く
の
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
内
の
事
業
所
、
団
体
で
つ
く

る
「
市
防
火
防
災
協
会
（
会
長
、

中
、奥
上
林
の
伝
統
引
き
継
ぎ

市
は
４
月
１
日
、
上
林
分
団
の

発
足
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
で

は
、白
波
瀬
博
之
団
長
が
「
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
に
精
進
し
て
ほ

し
い
」
と
訓
示
。
福
井
一
洋
分
団

長
が
「
中
上
林
、
奥
上
林
分
団
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
決
意
を
新
た

に
ま
い
進
し
ま
す
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

ま
た
発
足
式
後
は
、
同
分
団
の

本
部
詰
所
で
新
た
な
分
団
の
看
板

が
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物

は
八
津
合
町
の
上
林
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
に
、
新
た
に
整
備

し
た
も
の
。
２
階
が
本
部
詰
所
、

１
階
が
同
分
団
３
部
１
班
の
ポ
ン

プ
格
納
庫
と
な
っ
て
い
て
、
ポ
ン

プ
車
も
更
新
し
ま
し
た
。

多
人
数
で
迅
速
な
対
応

上
林
分
団
は
、
昭
和
30
年
度
か

ら
活
動
し
て
い
た
奥
上
林
分
団
、

中
上
林
分
団
を
統
合
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
火
災
や
風
水
害
な
ど
の

災
害
時
に
は
、
迅
速
に
対
応
で
き

る
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
力

に
な
り
ま
す
。
団
員
数
が
減
少
し

て
い
た
両
分
団
の
指
揮
命
令
系
統

を
統
一
し
た
こ
と
で
、
多
人
数
の

迅
速
な
対
応
を
促
進
。
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

市
消
防
団
で
は
平
成
28
年
11
月

に
団
本
部
と
中
上
林
、
奥
上
林
分

団
本
部
の
16
人
で
「
消
防
団
統
合

準
備
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
協

議
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　
綾
部
市
消
防
団
上
林
分
団
が
４
月
１
日
に
発
足
。
新
し
い
分
団
旗
の
下
、

地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
89
人
の
団
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

綾
部
市
消
防
団
上
林
分
団
が
発
足

綾
部
市
消
防
団
上
林
分
団
が
発
足

塩
田
展
康
・
綾
部
商
工
会
議
所
会

頭
）」
は
平
成
29
年
12
月
に
86
事

業
所
で
発
足
。
会
員
の
業
種
は
製

造
業
や
福
祉
施
設
、
飲
食
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
資
材
や
飲
料
等

の
提
供
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

た
災
害
時
の
支
援
活
動
に
備
え
、

地
域
と
事
業
所
間
の
連
携
を
深
め

る
た
め
に
設
立
。
わ
ず
か
３
か
月

で
１
０
０
事
業
所
を
超
え
ま
し
た
。

新
規
登
録
、入
会
を
募
集
中

市
は
３
月
26
日
、
応
援
の
店
１

０
０
店
舗
記
念
交
付
式
と
防
火
防

災
協
会
１
０
０
事
業
所
達
成
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
崎
市
長

か
ら
応
援
の
店
１
０
０
店
舗
目
と

な
っ
た
う
ず
ら
や
（
下
八
田
町
）

に
表
示
証
と
の
ぼ
り
を
交
付
。
防

火
防
災
協
会
の
塩
田
会
長
か
ら
宝

住
寺
（
味
方
町
）
へ
１
０
０
件
目

の
記
念
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
登
録
・
入
会
を
募
集

中
で
す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
☎

（
42
）０
１
１
９
、
n（
43
）１
４
８

３
へ
。

　
市
消
防
団
応
援
の
店
の
登
録
店
と
市
防
火
防
災
協
会
の
会
員

事
業
所
が
い
ず
れ
も
１
０
０
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

消
防
団
応
援
の
店
１
０
０
店
舗

防
火
防
災
協
会
１
０
０
事
業
所

記念交付式・報告会には消防団関係者も参加

89人の団員が、中、奥上林地域の安全・安心を支えます

訓示をする白波瀬団長。発足式には約１９０人が参列
新分団旗を白波瀬団長から
受け取る福井分団長（左）
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浸水被害の軽減へ
　　　　― 排水ポンプ車を導入
市は３月29日、集中豪雨等に伴う浸水被害の軽
減に向け、初めて導入した排水ポンプ車を市役所で
関係者に披露しました＝写真。内水による浸水被害
が想定される際には現地へ駆け付け、河川へ緊急排
水します。取得金額は3,645万円。排水能力は毎分
30立方㍍で、25㍍プールの水（約300立方㍍）を10
分程度で排出できます。

綾部ＩＣの施設案内サインが
リニューアル
府が市とともに進めてきた舞鶴若狭自動車道

の綾部インターチェンジ（以下、ＩＣ）出口の
公共施設案内サインのリニューアルがこのほど
完了しました。従来、施設ごとに設置され、視
認性の悪かった案内サインを統合し、観光客や
ビジネス客へのサービス向上に貢献しようとす
るもの。これで、市内３つのＩＣ（綾部、京丹
波わち、綾部安国寺）出口での案内サインの整
備が完了しました。

農業で女性が活躍できる場を
　　　　　　　 ― 農夢が表彰
みず菜を主力作物とする株式会社農夢（四方
勝一代表取締役）が、日本農業法人協会による
｢農業の未来をつくる女性活躍経営体100選｣に
選ばれ、３月13日、市役所で山崎善也市長に報
告しました。同社は女性従業員が多いことか
ら、家庭の都合に合わせた勤務体制の整備や農
場への水洗トイレ設置など、さまざまな労働環
境の改善策を実施。女性の活躍を推進している
ことが評価されました。

ＦＭいかるが開局20周年
府内３番目のコミュニティ放送局として
開局した「ＦＭいかる」がこのほど、20
周年を迎えました。同局は多くの市民が番
組に参加する、地域に根差した放送を実
践。近畿コミュニティ放送賞での最優秀賞
受賞をはじめ、近年では映像制作にも注
力。その取り組みは高く評価されていま
す。今後も、地域密着の情報を届け、市民
に愛される放送局を目指します。

改修前

改修後
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地
域
の
安
全
・
安
心
の
力
に

「
消
防
団
応
援
の
店
」
は
平
成

29
年
４
月
に
45
店
舗
で
ス
タ
ー

ト
。
各
店
舗
の
厚
意
に
よ
り
団
員

に
対
し
て
一
定
の
特
典
を
提
供
す

る
制
度
で
す
。
地
域
の
安
全
・
安

心
を
守
る
消
防
団
を
、
地
域
を
挙

げ
て
応
援
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
に

多
く
の
賛
同
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
内
の
事
業
所
、
団
体
で
つ
く

る
「
市
防
火
防
災
協
会
（
会
長
、

中
、奥
上
林
の
伝
統
引
き
継
ぎ

市
は
４
月
１
日
、
上
林
分
団
の

発
足
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
で

は
、白
波
瀬
博
之
団
長
が
「
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
に
精
進
し
て
ほ

し
い
」
と
訓
示
。
福
井
一
洋
分
団

長
が
「
中
上
林
、
奥
上
林
分
団
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
決
意
を
新
た

に
ま
い
進
し
ま
す
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

ま
た
発
足
式
後
は
、
同
分
団
の

本
部
詰
所
で
新
た
な
分
団
の
看
板

が
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物

は
八
津
合
町
の
上
林
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
に
、
新
た
に
整
備

し
た
も
の
。
２
階
が
本
部
詰
所
、

１
階
が
同
分
団
３
部
１
班
の
ポ
ン

プ
格
納
庫
と
な
っ
て
い
て
、
ポ
ン

プ
車
も
更
新
し
ま
し
た
。

多
人
数
で
迅
速
な
対
応

上
林
分
団
は
、
昭
和
30
年
度
か

ら
活
動
し
て
い
た
奥
上
林
分
団
、

中
上
林
分
団
を
統
合
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
火
災
や
風
水
害
な
ど
の

災
害
時
に
は
、
迅
速
に
対
応
で
き

る
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
力

に
な
り
ま
す
。
団
員
数
が
減
少
し

て
い
た
両
分
団
の
指
揮
命
令
系
統

を
統
一
し
た
こ
と
で
、
多
人
数
の

迅
速
な
対
応
を
促
進
。
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

市
消
防
団
で
は
平
成
28
年
11
月

に
団
本
部
と
中
上
林
、
奥
上
林
分

団
本
部
の
16
人
で
「
消
防
団
統
合

準
備
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
協

議
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　
綾
部
市
消
防
団
上
林
分
団
が
４
月
１
日
に
発
足
。
新
し
い
分
団
旗
の
下
、

地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
89
人
の
団
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

綾
部
市
消
防
団
上
林
分
団
が
発
足

綾
部
市
消
防
団
上
林
分
団
が
発
足

塩
田
展
康
・
綾
部
商
工
会
議
所
会

頭
）」
は
平
成
29
年
12
月
に
86
事

業
所
で
発
足
。
会
員
の
業
種
は
製

造
業
や
福
祉
施
設
、
飲
食
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
資
材
や
飲
料
等

の
提
供
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し

た
災
害
時
の
支
援
活
動
に
備
え
、

地
域
と
事
業
所
間
の
連
携
を
深
め

る
た
め
に
設
立
。
わ
ず
か
３
か
月

で
１
０
０
事
業
所
を
超
え
ま
し
た
。

新
規
登
録
、入
会
を
募
集
中

市
は
３
月
26
日
、
応
援
の
店
１

０
０
店
舗
記
念
交
付
式
と
防
火
防

災
協
会
１
０
０
事
業
所
達
成
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
崎
市
長

か
ら
応
援
の
店
１
０
０
店
舗
目
と

な
っ
た
う
ず
ら
や
（
下
八
田
町
）

に
表
示
証
と
の
ぼ
り
を
交
付
。
防

火
防
災
協
会
の
塩
田
会
長
か
ら
宝

住
寺
（
味
方
町
）
へ
１
０
０
件
目

の
記
念
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
登
録
・
入
会
を
募
集

中
で
す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
☎

（
42
）０
１
１
９
、
n（
43
）１
４
８

３
へ
。

　
市
消
防
団
応
援
の
店
の
登
録
店
と
市
防
火
防
災
協
会
の
会
員

事
業
所
が
い
ず
れ
も
１
０
０
件
を
突
破
し
ま
し
た
。

消
防
団
応
援
の
店
１
０
０
店
舗

防
火
防
災
協
会
１
０
０
事
業
所

記念交付式・報告会には消防団関係者も参加

89人の団員が、中、奥上林地域の安全・安心を支えます

訓示をする白波瀬団長。発足式には約１９０人が参列
新分団旗を白波瀬団長から
受け取る福井分団長（左）
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浸水被害の軽減へ
　　　　― 排水ポンプ車を導入
市は３月29日、集中豪雨等に伴う浸水被害の軽
減に向け、初めて導入した排水ポンプ車を市役所で
関係者に披露しました＝写真。内水による浸水被害
が想定される際には現地へ駆け付け、河川へ緊急排
水します。取得金額は3,645万円。排水能力は毎分
30立方㍍で、25㍍プールの水（約300立方㍍）を10
分程度で排出できます。

綾部ＩＣの施設案内サインが
リニューアル
府が市とともに進めてきた舞鶴若狭自動車道
の綾部インターチェンジ（以下、ＩＣ）出口の
公共施設案内サインのリニューアルがこのほど
完了しました。従来、施設ごとに設置され、視
認性の悪かった案内サインを統合し、観光客や
ビジネス客へのサービス向上に貢献しようとす
るもの。これで、市内３つのＩＣ（綾部、京丹
波わち、綾部安国寺）出口での案内サインの整
備が完了しました。

農業で女性が活躍できる場を
　　　　　　　 ― 農夢が表彰
みず菜を主力作物とする株式会社農夢（四方
勝一代表取締役）が、日本農業法人協会による
｢農業の未来をつくる女性活躍経営体100選｣に
選ばれ、３月13日、市役所で山崎善也市長に報
告しました。同社は女性従業員が多いことか
ら、家庭の都合に合わせた勤務体制の整備や農
場への水洗トイレ設置など、さまざまな労働環
境の改善策を実施。女性の活躍を推進している
ことが評価されました。

ＦＭいかるが開局20周年
府内３番目のコミュニティ放送局として
開局した「ＦＭいかる」がこのほど、20
周年を迎えました。同局は多くの市民が番
組に参加する、地域に根差した放送を実
践。近畿コミュニティ放送賞での最優秀賞
受賞をはじめ、近年では映像制作にも注
力。その取り組みは高く評価されていま
す。今後も、地域密着の情報を届け、市民
に愛される放送局を目指します。

改修前

改修後
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